
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全ての教員が、児童が主体的な授業を行った 4 児童アンケート「すすんで学習」9割以上

3 ８割以上の教員が、児童が主体的な授業を行った 3 児童アンケート「すすんで学習」8割以上

2 ７割の教員が、児童が主体的な授業を行った 2 児童アンケート「すすんで学習」７割以上

1 児童が主体的な授業を行った教員が７割以下であった 1 児童アンケート「すすんで学習」７割未満

4 保護者会での周知と個別の対応を全12学級で実施した。 4 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価８割以上

3 保護者会での周知と個別の対応を1１学級で実施した。 3 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価７割以上

2 保護者会での周知と個別の対応を１０学級で実施した。 2 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価６割以上

1 保護者会での周知と個別の対応を９学級以下で実施した。 1 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価６割未満

4 ユニバーサルデザインチェックリストの全てに取り組んだ。 4 児童アンケート「授業分かりやすい」9割以上

3 ユニバーサルデザインチェックリストの８割以上に取り組んだ。 3 児童アンケート「授業分かりやすい」8割以上

2 ユニバーサルデザインチェックリストの７割以上に取り組んだ。 2 児童アンケート「授業分かりやすい」7割以上

1 ユニバーサルデザインチェックリストの７割以下にしか取り組めなかった。 1 児童アンケート「授業分かりやすい」7割未満

4 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を全１２学級で実施した。 4 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価９割以上。

3 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を１０学級以上で実施した。 3 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価8割以上。

2 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を９学級以上で実施した。 2 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価7割以上。

1 道徳科の特質に即した授業と特別活動や学校行事を９学級未満で実施した。 1 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価7割未満。

4 全ての学級でQUテストの結果を活用した。 4 ２回目のQUの結果で安定感のある学級が３割以上

3 ９割以上の学級でQUテストの結果を活用した。 3 ２回目のQUの結果で安定感のある学級が２割以上

2 ８割以上の学級でQUテストの結果を活用した。 2 ２回目のQUの結果で安定感のある学級が１割以上

1 QUテストの結果を活用した学級が８割以下だった。 1 ２回目のQUの結果で安定感のある学級が１割未満

4 外部講師を招いての研修を年３回以上実施した。 4 社会通念上のいじめ件数の前年比２割以上の減少

3 外部講師を招いての研修を年２回実施した。 3 社会通念上のいじめ件数の前年比１割以上の減少

2 外部講師を招いての研修を年１回実施した。 2 社会通念上のいじめ件数の前年とほぼ同水準

1 実施できなかった。 1 社会通念上のいじめ件数の１割以上の増加

4  全１２学級で実施した。 4 体力調査のＡ、B判定の児童が９割以上。

3  １１学級で実施した。 3 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が８割以上９割未満。

2  １０学級で実施した。 2 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が７割以上8割未満。

1 ９学級で実施した。 1 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が７割未満。

4 健康教育の授業を毎学期・年３回以上実施した。 4 グッドモーニング60分の達成率が全児童の９割以上。

3 健康教育の授業を年２回実施した。 3 グッドモーニング60分の達成率が全児童の７割以上９割未満。

2 健康教育の授業を年１回実施した。 2 グッドモーニング60分の達成率が全児童の５割以上７割未満。

1 健康教育の授業を実施できなかった。 1 グッドモーニング60分の達成率が全児童の５割未満。

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「食育」肯定的評価7割以上

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「食育」肯定的評価6割以上

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「食育」肯定的評価5割以上

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「食育」肯定的評価5割未満

4 年２回以上ＧＴを全１２学級が招聘した。 4 学力調査「地域」肯定的回答9割以上

3 年２回以上ＧＴを１１学級が招聘した。 3 学力調査「地域」肯定的回答８割以上

2 年２回以上ＧＴを１０学級が招聘した。 2 学力調査「地域」肯定的回答７割以上

1 年２回以上ＧＴを９学級以下で招聘した。 1 学力調査「地域」肯定的回答７割以下

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価9割以上

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価８割以上

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価７割以上

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価７割未満

4 学校行事と１０個のPTA活動を実施 4 保護者（家庭数）出席９割以上
3 学校行事と７～９個のPTA活動を実施 3 保護者（家庭数）出席７割以上９割未満

2 学校行事と５～７個のPTA活動の実施 2 保護者（家庭数）出席６割以上７割未満

1 学校行事と４個以下のPTA活動を実施 1 保護者（家庭数）出席６割未満

令和６年度 昭島市立成隣小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

◎家庭・地域社会との
理解を深め、地域の子
供を育てる中心的な役
割を果たす。

・学校からの情報を積
極的に発信する。
・家庭や地域の声（期
待・要望・批判）を活用
する。
・地域の教育資源や人
材を活用する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

◎主体的に学習に取り
組む児童の育成する。

・児童による目標の設
定と振り返りを重視し、
基礎的な知識及び技
能を習得させる。
・児童一人一人への注
目と成長を支援する。
・経験や体験を深める
活動を重視する。

　学習状況を把握し、「主
体的・対話的で深い学
び」の指導を充実させる。

①学習のめあての提示
②振り返りを実施
③ICT機器の活用

4

学校教育目標
○すすんで学ぶ子
○心豊かな子
○たくましい子

ビジョン

人も自分も大切に、みんなが輝く成隣小

互いを認め合い協力し合いながら課題を解決し、児童一人一人が前向きに学校生活を送っている。

自身の知識・技能の向上に努め、学校の実践力、「チーム成隣」としての組織力を向上させている。

4

学習のめあての提示や振り
返りの定着ができてきた。
OJT研修でタブレット端末
の活用に取り組んだ。

めあての提示は学習意
欲につながる。タブレット
の活用はとても良い。

A ICTのより一層の推進。

質の高い個別指導・家庭
学習を行う。

①家庭学習チェック表を活
用
②児童一人一人の個別対応
を工夫
③保護者会での周知

4 2
家庭学習のチェック表活用
に取り組んだが、家庭学習
の定着は十分ではない。

家庭状況がまちまちなの
で達成が難しいが、不断
の努力を続けてほしい。

B
ICTを活用した個別最適
の学習、家庭学習の模
索。

「昭島市立小学校ユニ
バーサルデザイン」を活
用した日常活動や授業に
おける指導・支援を進め
る。

①子どもにやさしい教室環
境
②子どもにやさしい学習環
境
③子どもにやさしい授業

3 3
ほとんどの学級でユニバー
サルデザインに則った教室
環境を整えることができた。

多様な対応をすることが
できている。引き続きの
取組継続をしてほしい。

B
ユニバーサルデザインの
一層の推進。

豊
か
な
心

◎互いを認め、協力し
合う児童の育成する。

・児童の言語環境を整
え、人権感覚を高め
る。
・互いを認め合い、物
事を共に創造する体験
的な活動を重視する。
・互に支え合う、よりよ
い関係を大切にした活
動を重視する。

道徳科の授業を要とし、
特別活動や学校行事の
再考・再興をとおして児
童の人間力を育成する。

①児童に活動のねらいや目
的を明確にもたせる
②事後に互いを認め合うこと
ができる振り返りの場を設け
る。

4 4

道徳科の特質に即した授
業を推進し、縦割り班活動
を中心とした特別活動を実
施した。

子供たちが相手の気持
ちになって考えることが
できていた。

A

C

ポストコロナに沿った特
別活動や学校行事の再
考と再興。

児童が個々のよさを発揮
して成長できる学級集
団・学年集団を形成す
る。

①キャリアパスポートの
活用
②QUテストの活用

4 2

安定感ある学級が８学級中
１学級にとどまった。他にゆ
るみのある学級２，不安定
な学級５であった。

より良い学級を作る努力
を継続してほしい。

B
QUテストの専門家に研
修を依頼し、来年度の学
級づくりの参考とする。

支援員の増強、きめの細かい
カウンセリングの実施、いじめ
対策委員会の活用を推進、家
庭地域との連携もすすめる。

健
や
か
な
体

◎心身を鍛え正しい判
断で行動する児童の
育成する。

・児童による目標の設
定と
振り返りを重視し、基礎
的な知識及び技能を
習得させる。
・児童一人一人への注
目と成長を支援する。
・経験や体験を深める
活動を重視する。

日常的な運動を通して体
力を向上させる。

①体力テスト結果分析を行
い、２学期以降の体育に反
映
②休み時間や放課後の外遊
びが増えるよう声掛け

4 1

体力調査のA・B判定の児童は
39％であった。しかし、体力調
査の合計点では男子で4.6ポイ
ント女子で1.7ポイント全国平
均を上回った。

体力向上の取組につい
てもっとアピールしていく
必要がある。

児童の言語環境を整え、
いじめ問題の未然防止と
早期解消に全職員で取り
組む。

①いじめ防止授業の実施
②外部講師を招いてのい
じめ防止研修会の実施

3 1

外部講師を招いての研修
は予定通り実施。いじめに
関しては増えており、高学
年に集中している。

学校だけの問題ではな
く、家庭・地域、みんなで
取り組む必要がある。

C

体力調査結果の分析をすす
め、体育授業へ反映させる。ま
た、その様子を学校だよりに載
せる。

健康で安全な生活のため
に必要な生活習慣を身に
付けさせる。

①元気アップガイド
ブックを活用
②健康教育を推進

4 3
健康教育の授業、グッド
モーニング６０の取組は予
定通りに実施された。

健康習慣を身に付くよう
に引き続きの取組を期
待します。

B
引き続きグッドモーニン
グ60を推進していきた
い。

B

給食課と連携し、栄養士
を授業に招くなどして食
育授業を推進、周知にも
力を入れる。

輝
く
未
来

外部人材を活用した学習
活動を計画的に行う。

ゲストティーチャー（Ｇ
Ｔ）を活用した積極的
に招聘する。

1 2
全学級で1回以上はGT
を招聘できている。

学校が積極的にゲスト
ティーチャーを招聘して
いるのはよい。

健康で安全な生活のため
に必要な食習慣を身に付
けさせる。

①年3回食育の授業実施
②指導内容を保護者に伝
え、児童に対する家庭での
働きかけを依頼

4 3
計画通りに食育を推進
することができた。

食育の内容について
もっと知らせてほしい。

B
引き続きゲストティー
チャーの招聘を推進して
いきたい。

保護者とともに児童の安
全・安心に関わる指導を
充実させる。

セーフティ教室の安全指導
の内容を保護者に伝え、児
童に対する家庭での働きか
けを依頼する。

4 3
全学級でセーフティ教室
を実施することができ
た。

保護者への内容周知を
もっと充実させてほしい。
より一層の保護者との連
携をすすめてほしい。

B
引き続き保護者とともに
児童の安全・安心に関
わる指導を充実させる。

保護者と教員、保護者同
士が理解を深める機会を
つくる。

学校公開、保護者会、
PTA活動等の開催を
工夫して行う。

4 2

保護者の出席については、
お忙しい家庭も多く、日時
や実施の仕方を考慮してい
く必要がある。

PTA休会後の学校との
連携をより一層進めてい
く必要がある。

C

保護者出席率向上のための取
組をすすめる。また、PTA休会
への対応を学校運営協議会と
ともにすすめる。


